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はじめに

このマニュアルでは、N1™ Grid Service Provisioning Systemソフトウェアを使用し
て、次の作業を実行する方法を説明します。

� WebLogic 8ソフトウェアのインストールとインフラストラクチャーコンポーネン
トの構成

� WebLogicへのアプリケーションの配備

� WebLogic環境の構成

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、BEA WebLogic 8の機能を N1 Grid Service
Provisioning Systemソフトウェアに組み込む、N1 Grid Service Provisioning System
5.0ソフトウェアのシステム管理者およびオペレータです。これらのユーザーは、次の
ことに精通している必要があります。

� N1 Grid Service Provisioning System 5.0製品
� 標準的な UNIX®とWindowsのコマンドとユーティリティー
� BEA WebLogic 8製品で使用できる一般的な概念と管理機能

お読みになる前に
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアの使用に関して知識が十分ではな
いユーザーは、次のマニュアルをお読みください。

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』
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� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0オペレーションとプロビジョニングガ
イド』

内容の紹介
第 1章では、プラグインソリューションの概要を説明します。

第 2章では、インストールと実行時の問題について説明します。

第 3章では、プラグインのインストールおよび構成の方法について説明します。

第 4章では、プラグインを介したアプリケーションとファイルの取得および配備の方
法を説明し、プラグインに付属する特定のコンポーネントタイプについて説明しま
す。

第三者の関連Webサイト
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。

BEA WebLogic 8製品ドキュメントについては、
http://e-docs.bea.com/platform/docs81/を参照してください。

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生
した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失につい
ても、Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

12 N1 Grid Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (WebLogic 8 Plug-In 1.0) • 2005年 6
月



第 1章

WebLogic 8プラグインの概要

この章では、N1 Grid Service Provisioning Systemを使用した BEA WebLogic 8アプ
リケーションのプロビジョニングに関する一般的な情報を説明します。この章では、
次の内容について説明します。

� 13ページの「WebLogic 8プラグインの目的」
� 13ページの「WebLogic 8プラグインの内容」
� 14ページの「WebLogic 8プラグインを使用するための要件」

WebLogic 8プラグインの目的
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアは、BEA WebLogic 8アプリケー
ションをサポートする高度な機能を提供します。プロビジョニングソフトウェアを使
用してドメイン、管理サーバーおよびクラスタをインストールすることにより、
WebLogic 8インフラストラクチャーをプロビジョンニングできます。いったんインス
トールすれば、管理サーバーとドメインを起動/停止することにより、WebLogic環境
を管理できます。また、既存のアプリケーションをブラウズして、以前にインストー
ルしたアプリケーションを取得したり、企業全体にこれらのアプリケーションを配備
することもできます。

WebLogic 8プラグインの内容
WebLogic 8プラグインにはいくつかのWebLogic固有のコンポーネントタイプのほか
に、定義済みのコンポーネントとリソースファイルが含まれています。これらの定義
済みのコンポーネントとリソースファイルを使用すると、WebLogic Enterprise、
Enterprise JavaBeans™ (EJB™)テクノロジー、およびWebアプリケーションを簡単に
入手、構成、および配備することができます。これらのコンポーネントタイプは次の
3つのファミリに分類できます。
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� WebLogicソフトウェアをインストールするコンポーネント

� WebLogicサービスをサポートするコンポーネント:

� WebLogic Administration Server
� WebLogic Managed Server
� WebLogicクラスタ

� エンタープライズアプリケーション、Webアプリケーション、および Javaアーカ
イブファイルをインストールするためのプラン。

� WebLogic 8アプリケーションサーバー上で配備を行うため、アプリケーションを
配備および取得する特別なコンポーネント

� WebLogic 8サービスを構成する特別なコンポーネントタイプ。

� ライセンス – WebLogicライセンスを配備できるようにする。

� スレッドプール –スレッドプール構成を編集および配備できるようにする。

� データソース –データソースを入手、編集、および配備できるようにする。

� トランザクションデータソース –データソースを入手、編集、および配備でき
るようにする。

� JMSサーバー – JMSサーバーを入手、編集、および配備できるようにする。

� 接続プール –接続プールを入手、編集、および配備できるようにする。

� マルチプール –マルチプールを入手、編集、および配備できるようにする。

� トランザクションサービス –トランザクションサービスを編集できるようにす
る。

� WLScript –プロビジョニングシステムのインタフェース経由でWebLogicコマ
ンドを実行できるようにする。

WebLogic 8プラグインには、WebLogic Administration Server、Managed Server、お
よびクラスタをインストールおよび削除するいくつかのプランも含まれています。

WebLogic 8プラグインを使用するため
の要件
WebLogic 8プラグインは、次のプラットフォームのWebLogic Server Version 8.1を
サポートしています。

� SPARC版 Solaris 8
� SPARC版 Solaris 9
� x86版 Solaris 9
� RedHat Linux AS 2.1
� RedHat Linux AS 3.0
� AIX 5.1および 5.2
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WebLogic 8プラグインの配備先ホストは、次の要件を満たす必要があります。これら
の要件は、インストールに関する最低限の必要条件です。

ディスク容量 UNIXシステムでは、インストールされる製品に
は約 375Mバイトの空きディスク容量が必要で
す。

/var/tmpディレクトリには、インストーラによ
り約 1Gバイトの一時ディスク容量が必要です。
/var/tmpフォルダに空き容量が存在しない場
合、altTempDirコンポーネント変数を使用し
て別の一時ディレクトリを作成します。詳細につ
いては、20ページの「WebLogicソフトウェア
をインストールする」を参照してください。

RAM 512Mバイト (最低限)、1Gバイト (推奨)

Java run-time environment (JRE) WebLogic Serverのインストールプログラムは、
実行に JREが必要です。次の要件は、サポート
される構成の BEAのリストから要約したもので
す。完全なリストについては、BEAのWebLogic
8.1製品マニュアル用Webサイトを参照してくだ
さい。

表 1–1 JREの要件

すでにインストールされている Java
SDK インストールに含まれる

AIX IBM SDK 1.4.2

RedHat Linux WebLogic JRockit 1.4.2_04
SDK

Solaris x86 Sun Java 2 SDK 1.4.2_04

Solaris SPARC Sun Java SDK 1.4.2_04

表 1–2 WebLogicインストールメディアの要件

バイナリインストーラ JARインストーラ 補助 JARファイル

AIX X

RedHat Linux X

Solaris x86 X X

Solaris SPARC X

第 1章 • WebLogic 8プラグインの概要 15
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インストールされるアプリケーションに応じて、構成には追加リソースが必要となる
場合があります。BEAのWebLogicの要件については、Webページ「WebLogic
Platform 8.1 Supported Configurations」
(http://e-docs.bea.com/platform/suppconfigs/configs81/81_over/)を
参照してください。

16 N1 Grid Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (WebLogic 8 Plug-In 1.0) • 2005年 6
月

http://e-docs.bea.com/platform/suppconfigs/configs81/81_over/


第 2章

リリースノート

この章では、インストールと実行時の問題についての詳細を説明します。

実行時の問題
この節では実行時の問題を説明します。

クラスタの起動と停止が失敗する (6243101)
プロビジョニングシステムを使用してクラスタの起動または停止を行う際に、クラス
タ内のManaged Serverの一部が実行中で、クラスタ内のManaged Serverの一部が
実行中ではない場合、プロシージャーが失敗します。Managed Serverの実行時状態
が一致せず、ユーザーがクラスタを停止しようとすると、次のメッセージが表示され
ます。

Raise step performed with message: "Managed Server server-name
is not Stopped". (017149)

Managed Serverの実行時状態が一致せず、ユーザーがクラスタを起動しようとする
と、次のメッセージが表示されます。

Raise step performed with message: "Managed Server server-name
is not running." (017149)

対処方法:クラスタ内のManaged Serverで実行時状態が異なる場合にクラスタを起動
または停止するには、Managed Serverを個別に起動または停止します。その方法に
ついては、42ページの「WebLogic Managed Serverの管理」を参照してください。
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第 3章

WebLogic 8プラグインのインストール
と構成

この章では、WebLogic 8プラグインをインストールおよび構成する方法について説明
します。次の内容について記載しています。

� 19ページの「WebLogic 8プラグインの入手」
� 19ページの「WebLogic 8プラグインの N1 Grid Service Provisioning Systemへ
の追加」

WebLogic 8プラグインの入手
BEA WebLogicプラグインは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアに
対するプラグインとしてパッケージ化されています。プラグインは Java™アーカイブ
(JAR)ファイルにパッケージ化されています。BEA WebLogicプラグインのプラグイ
ンファイルは、N1 Grid Service Provisioning System 5.0 Supplement CDまたは Sun
Download Centerから入手できます。

WebLogic 8プラグインの N1 Grid
Service Provisioning Systemへの追加
特定のプラグインを N1 Grid Service Provisioning System製品に認識させるには、プ
ラグインをインポートする必要があります。プラグインをインポートするには、『N1
Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』の第 5章「プラグイン
の管理」で詳細が説明されている手順に従ってください。

1. メインウィンドウの「Administrative」セクションで「Plug-ins」をクリックしま
す。
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2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で「Import」をクリックします。
3. com.sun.weblogic8_1.0.jarファイルをダウンロードした場所をブラウズし
ます。

4. 「Continue to Import」をクリックします。

インポートが正常に完了した場合、ナビゲーションメニューの「Common Tasks」セ
クションには新しいアイコンが表示され、プラグインの「Details」ページが表示され
ます。「Details」ページには、プラグインに含まれるあらゆるオブジェクトが表示さ
れます。

コマンド行からプラグインアーカイブファイルをインポートすることもできます。次
のコマンドを使用します。

% cr-cli -cmd plg.p.add -path com.sun.weblogic8_1.0.jar

-u username -p password

� WebLogicソフトウェアをインストールする
WebLogicドメイン、Administration ServerまたはManaged Serverを作成する前に
は、WebLogicソフトウェアをインストールする必要があります。WebLogicソフト
ウェアをインストールする際には、ソフトウェアインストールを表す仮想ホストが作
成されます。この仮想ホストは、WebLogic Administration ServerおよびManaged
Serverのターゲットホストとして使用します。

Managed ServerとAdministration Serverは同じ Installコンポーネントを使用し
ます。このコンポーネントが Remote AgentにWebLogic 8ソフトウェアをインス
トールします。Remote Agentに Installコンポーネントをインストールしたあと
は、そのコンポーネントを再インストールする必要はありません。

この手順でWebLogicソフトウェアをインストールしたり、markOnlyオプションを
選択することでプロビジョニングシステム内部で既存のソフトウェアを登録するこ
とができます。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「WebLogic Software Installation: Install」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

「Run」ページが表示されます。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する Installコンポーネントの変数設定を選
択します。

� このコンポーネントに対して変数設定が指定されている場合、メニューから適
切な設定を選択します。

手順
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� メニューから設定が使用できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 変数設定の新しいセットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントに関して共通して更新される変数
を示します。

変数セット名 必須。ユーザーが作成する新しい変数セットの名前

beaHome 必須。WebLogic BEAHOMEのディレクトリ。beaHome
のデフォルト値は /usr/local/beaです。1台のマシン
に複数のWebLogicソフトウェアをインストールする場合
は、この値を更新する必要があります。

注 –このディレクトリまたはリンクはすでに存在している
か、weblogicUserによって作成可能である必要があり
ます。ディレクトリまたはリンクが存在している場合、
weblogicUserにはディレクトリへの書き込みアクセス
権が必要です。

sourceImage すべての非 markOnlyインストールで必須。
WebLogicバイナリパッケージインストーラま
たは JARファイルへの絶対パス。

x86supplementalJAR Solaris x86インストールのみで必須。WebLogic
Solaris x86 Supplemental JARファイルへの絶
対パス。

sdkJavaHome AIXおよび Solaris x86 JARファイルインストー
ラのみで必須。SDKバージョン 1.4.2またはそ
れ以降の JAVA_HOME。

componentPaths 任意。追加コンポーネントは、パイプで区切ら
れたリストで指定できます。たとえば
WebLogic Server|WebLogic
Workshop|WebLogic
Integration|WebLogic Portal のように指
定します。

デフォルトでは、WebLogicドメインおよびア
プリケーションサーバーの実行に必要なソフト
ウェアがインストールされます。追加コンポー
ネントを選択した場合、より多くの容量 (350M
バイトより大きい値)が必要になります。
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altTempDir 任意。インストールイメージを展開するための
代替ディレクトリ。デフォルト値は /var/tmp
ディレクトリです。/var/tmp/ディレクトリ
に 1Gバイトの使用可能な容量が含まれていな
い場合、altTempDirを別のディレクトリに設
定します。

webLogicUser 必須。WebLogicインストールを実行する
UNIXユーザー。このユーザーはインストール
先ホストに存在し、beaHomeディレクトリの
書き込みアクセス権を有する必要があります。

targetRefName 必須。このインストールの一意の仮想ホスト
名。この値はドメインとManaged Serverの作
成時にターゲットホストとして使用されます。
WebLogicのインストールごとに、この変数に
一意の値を指定する必要があります。

注 –同じマシンでWebLogicソフトウェアを複
数回インストールする場合、この変数を新しい
値に変更する必要があります。beaHomeも、
インストールごとに異なる必要があります。

� 別のコンポーネントから変数コンポーネントを使用するには、「Import Set」
をクリックします。

変数セットのインポートの詳細については、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

Administration ServerまたはManaged Serverとして使用する Remote Agent上で
WebLogicソフトウェアをインストールします。

6. 「Target Host Set」チェックボックスをオフにします。

7. プロビジョニングシステム内の既存のWebLogicドメインを取得する場合は、
「markOnly」オプションを選択します。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。
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第 4章

WebLogic 8プラグインの使用法

WebLogic 8プラグインは複数の特別なコンポーネントタイプを提供し、BEA
WebLogic 8アプリケーションを使用した作業に便利な機能に簡単にアクセスできるよ
うにします。この章では、次の内容について説明します。

� 23ページの「N1 Grid Service Provisioning Systemを使用したWebLogic 8環境
のインストール法および使用法」

� 26ページの「WebLogicインフラストラクチャーの作成」
� 37ページの「WebLogicドメイン、サーバー、およびクラスタの管理」
� 44ページの「WebLogicアプリケーションの取得と編集」
� 47ページの「コンポーネントタイプを使用したWebLogicアプリケーションの配
備」

� 62ページの「プランの使用法」
� 62ページの「障害追跡」

N1 Grid Service Provisioning Systemを
使用したWebLogic 8環境のインストー
ル法および使用法

プラグインの規定
プロビジョニングシステムを使用すると、アプリケーションのプロビジョニングと管
理を行うことができます。
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プランとコンポーネントプロシージャー
WebLogic 8プラグインは、タスクを実行するためのツールとしてプランとコンポーネ
ントプロシージャーの両方を提供します。プランを使用することで、目的の機能に直
接リンクすることができます。コンポーネントプロシージャーを使用することで、実
行できるタスクの数がさらに多くなります。

タスク名
WebLogic8プラグインでは、タスクを 4つのカテゴリ、つまりアプリケーションタス
ク、インフラストラクチャータスク、構成タスク、および高度なタスクに分類してい
ます。これらのタスクカテゴリは、実行する必要があるタスクを記述する際に同じ規
則に従います。

表 4–1共通のタスク名

タスク名 説明

View Installations、View Configurations、
View Clusters、View Cluster Members

特定のタイプのすべてのコンポーネントがイ
ンストールされている場所のリストを表示し
ます。

View All 指定のフォルダ内の特定のタイプのすべての
コンポーネントを表示します。

Create このタイプの新しいコンポーネントをプロビ
ジョニングシステムに追加でき
る「component Details」ページへのリンクで
す。既存のWebLogic Admin Serverからイン
ポートすることで、またはファイルシステム
をブラウズすることで、新しいコンポーネン
トを作成できます。

Startまたは Stop Startまたは Stopコンポーネントプロシー
ジャーを実行する「component Details」ペー
ジへのリンク。

Install、Uninstall、Remove、Join、Leave 記述された機能を作成するプランを表しま
す。

グローバルな必要条件
本書で説明されている各タスクに関しては、2つの必要条件が存在します。

� WebLogic Administration Serverは、数多くの処理の実行または確認に使用されま
す。そのため、WebLogic 8環境を変更するタスクを実行するには、正しい接続情
報が動作するプロビジョニングシステム内でAdministration Serverを構成する必
要があります。
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注 – WebLogicソフトウェアのインストール時、WebLogic Domainの作成時、また
はエンタープライズアプリケーション (EAR)、Webアプリケーション (WAR)、お
よび Javaアーカイブ (JAR)ファイルの作成時には、Administration Serverはオン
ラインである必要はありません。

� プロビジョニングシステム内のすべてのタスクでは、ユーザーが特定のアクセス権
を持っていることが必要になります。WebLogicプラグインを使用してタスクを実
行するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォルダ上の Run
Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必要があり
ます。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on Host
Setアクセス権も必要です。

アクセス権の詳細については、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システ
ム管理者ガイド』の第 3章「アクセス許可を使用したアクセスの制御」を参照して
ください。

グループメンバーシップの更新方法の詳細については、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』の「ユーザーのグループメンバー
シップを変更する」を参照してください。

処理の概要
プロビジョニングシステム内にWebLogic 8環境を作成する作業は、プロビジョニン
グシステムを使用せずに環境を作成する処理に似ています。

1. WebLogic 8プラグインをインポートします。

『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』の「プラグイ
ンのインポート」を参照してください。

2. WebLogicセッション変数 WL_DEFAULT_PASSWORDおよび WL_DEFAULT_USER
を設定します。

『N1 Grid Service Provisioning System 5.0プランとコンポーネントの開発者ガイ
ド』の第 5章「セッション変数」を参照してください。

3. すべてのホストを準備します。

WebLogic 8プラグインには、プロビジョニングシステム内のすべてのホストに配
布する必要がある新しいシステムサービスが含まれています。『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』の「物理ホストの準備」を参照し
てください。

4. WebLogicソフトウェアをインストールします。

20ページの「WebLogicソフトウェアをインストールする」を参照してください。

5. Administrative ServerをインストールすることでWebLogicドメインを作成しま
す。

27ページの「WebLogic 8ドメインとAdministration Serverを作成する」を参照
してください。
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6. 新しいWebLogicドメインでManaged Serverを作成します。

30ページの「WebLogic Managed Serverを作成する」を参照してください。

7. WebLogicライセンスコンポーネントを作成し、インストールします。

33ページの「ライセンスコンポーネントを作成する」および33ページの「ライ
センスコンポーネントをインストールする」を参照してください。

8. (任意) WebLogic 8クラスタを作成します。

34ページの「WebLogicクラスタを作成する」を参照してください。

9. (任意)既存のManaged Serverをクラスタに割り当てることにより、クラスタメン
バーを追加します。

36ページの「クラスタメンバーを作成する」を参照してください。

10.必要に応じて、データベースへのアプリケーションの接続を構成します。

a. 接続プールを構成します。

53ページの「接続プールのコンポーネントタイプ」を参照してください。

b. (任意)マルチプールを構成します。

54ページの「マルチプールコンポーネントタイプ」を参照してください。

c. データソースまたはトランザクションデータソースを構成します。

52ページの「データソースおよびトランザクションデータソースのコンポー
ネントタイプ」を参照してください。

11.アプリケーションが Java Messaging Serviceを使用している場合、JMSサーバーを
構成します。

56ページの「JMS Serverコンポーネントタイプ」を参照してください。

12.アプリケーションファイル (EAR、JAR、およびWAR)を取得します。

44ページの「WebLogicアプリケーションの取得と編集」を参照してください。

13.ターゲットホスト、ホストセット、またはクラスタにアプリケーションを配備しま
す。

アプリケーションは、クラスタまたはManaged Serverのいずれかをターゲットと
することができます。

48ページの「エンタープライズアプリケーションのインストール」、50ページ
の「Webアプリケーションのインストール」、または51ページの「JARまたは
EJBファイルのインストール」を参照してください。

WebLogicインフラストラクチャーの作
成
「WebLogic 8 Common Tasks」ページを起点として、WebLogicサーバーおよびクラ
スタの作成と管理を行います。

26 N1 Grid Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (WebLogic 8 Plug-In 1.0) • 2005年 6
月



� WebLogic 8ドメインとAdministration Serverを作
成する
アプリケーションをホストするManaged Serverを設定する前に、ドメインおよび
Administration Serverを作成する必要があります。ドメインは、Administration
Serverにより管理される一連のWebLogicサーバーです。ドメインに関するすべての
情報は、Administration Server上に格納される構成ファイルに含まれています。

AdminServer コンポーネントをインストールすることで新しいドメインを作成する
場合、次の作業も行います。

� ドメインの構成
� Admin Serverの仮想ホストの作成

この手順で新しいドメインを作成したり、また「markOnly」オプションを選択する
ことでプロビジョニングシステム内で既存のドメインを登録することもできます。

注 –本書では、AdminServerとAdministration Serverという類似した用語を使用し
ます。事前にパッケージされた N1 Grid Service Provisioning System WebLogic 8コン
ポーネントは、AdminServerコンポーネントと呼ばれます。AdminServerはプロビ
ジョニングシステムコンポーネントを表し、Administration ServerはWebLogic 8環
境上で動作するインストール済みアプリケーションを表します。

WebLogic 8ドメインを作成するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォル
ダ上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必
要があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

1. WebLogic セッション変数 WL_DEFAULT_USER および WL_DEFAULT_PASSWORD
が設定されていることを確認します。

WebLogicセッション変数は、長さが 7文字で、数字を含んでいる必要がありま
す。

セッション変数の詳細については、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0プ
ランとコンポーネントの開発者ガイド』の第 5章「セッション変数」を参照してく
ださい。

2. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

3. 「Domain Management: Create」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

4. 「Run」をクリックします。

「Run」ページが表示されます。

始める前に

手順
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5. 「Plan Parameters」領域で、配備する AdminServerコンポーネントの変数設定
を選択します。

� このコンポーネントに対して変数設定が指定されている場合、メニューから適
切な設定を選択します。

� メニューから設定が使用できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 変数設定の新しいセットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、AdminServerコンポーネントの変数のうち、更新する可能
性が高い変数を示します。

domainName 必須。WebLogicのドメイン名です。

adminPort 必須。AdminServerの仮想ホストが使用するデフォル
トの TCPポートです。

ドメインが作成される前には、このポートが使用可能
であるかチェックされます。

secureConnect 任意。True Administration Serverの接続に SSLポー
トが使用可能であることを指定します。

production 必須。この変数は、管理サーバーを稼働モードで実行
するかどうかを決定します。稼働のデフォルト値は
falseです。この値は trueまたは falseに設定で
きます。

更新される頻度が少ない変数には、次のような構成変数が含まれます。

adminManagedServer 必須。ドメイン管理コンソールをホストする管
理サーバーの名前。デフォルト値は myserver
です。markOnlyインストールを実行している
場合は、この変数を、WebLogicインストール
中に使用されるサーバー名に設定します。

targetRefName 必須。この変数は、ドメインの仮想ホストの名
前になります。代入変数は、ホスト名とドメイ
ン名の値に基づきます。この変数は、:[
target:sys.hostName]_weblogic_admin_ :[
domainName]という形式に従います。たとえ
ば、sqa-420_weblogic_admin_wls となり
ます。

� 別のコンポーネントから変数コンポーネントを使用するには、「Import
Set」をクリックします。

変数セットのインポートの詳細については、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。
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6. ターゲットホストを選択します。

WebLogicソフトウェアをインストールした時に作成された仮想ホストをター
ゲットとします。20ページの「WebLogicソフトウェアをインストールする」の手
順を参照してください。

注 – ターゲットホストは、com.sun.weblogic#InstallHS ホストセットのメン
バーである必要があります。

7. 「Target Host Set」チェックボックスをオフにします。

8. プロビジョニングシステム内の既存のWebLogicドメインを取得する場合は、
「markOnly」オプションを選択します。

9. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� 異なるパスワードを使用して複数のドメインを作
成する
同じユーザーとパスワードを使用して複数のドメインを作成できます。ただし、各ド
メインに異なるパスワードを使用する場合は、各ドメインのインストール後に
WebLogicユーザーおよびパスワードセッション変数を更新する必要があります。

新しいドメインを作成するプランは、常にデフォルトのセッション変数名
WL_DEFAULT_USERおよび WL_DEFAULT_PASSWORDを使用します。

1. デフォルトのWebLogicセッション変数 WL_DEFAULT_USERおよび
WL_DEFAULT_PASSWORDを使用して、新しいドメインと AdminServerをインス
トールします。

27ページの「WebLogic 8ドメインとAdministration Serverを作成する」を参照
してください。

2. ブラウザインタフェースの最上部の「Session Variables」をクリックして、
「Session Variables」ページにアクセスします。

3. 新しくインストールされた AdminServerの新しいセッション変数を作成します。

これらの新しいセッション変数の値は、AdminServerのインストールに使用した
デフォルトの変数と同じ値です。

属性名 デフォルトのセッション変数名 新しいセッション変数名

adminUser WL_DEFAULT_USER WL_TEST_USR
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属性名 デフォルトのセッション変数名 新しいセッション変数名

adminPassword WL_DEFAULT_PASSWORD WL_TEST_PWD

4. 手順 1で作成した AdminServerの「host Details」ページにアクセスし、
「Edit」をクリックします。

5. AdminServerのホストタイプ属性を更新します。

たとえば、値 adminUserを :[session:WL_TEST_USR]に置き換えます。

6. 別のドメインをインストールする場合は「Session Variables」ページに戻り、デ
フォルトのWebLogicセッション変数を、インストールする次のドメインに使用
する新しい値で更新します。

� WebLogic Managed Serverを作成する
各ドメインで複数のManaged Serverを実行し、アプリケーションをホストすること
ができます。WebLogic Managed Serverは Serverコンポーネントにより取得され、
プロビジョニングシステム内に表示されます。本書全体を通じて、「Server」はプロ
ビジョニングシステムコンポーネントを指しますが、「Managed Server」は
WebLogic 8環境で動作するManaged Serverのインストール済みインスタンスを指し
ます。

この手順で新しいManaged Serverを作成したり、また「markOnly」オプションを
選択することでプロビジョニングシステム内で既存のManaged Serverを登録するこ
ともできます。

注 –クラスタを作成する場合、クラスタを作成する「前」に、そのクラスタに属する
Managed Serverを作成する必要があります。

WebLogic Managed Serverを作成する前には、次の条件が満たされている必要があり
ます。

� Managed Serverを含むドメインが存在する必要がある。

詳細は、27ページの「WebLogic 8ドメインとAdministration Serverを作成す
る」を参照してください。

� ドメインのAdminServerが実行中である必要がある。

AdminServerを手動で起動するには、AdminServerの「component Details」ペー
ジから startAdminServerコンポーネントプロシージャーを実行します。

� WebLogicソフトウェアが、Managed Serverのインストール先ホストにインス
トールされている必要がある。

20ページの「WebLogicソフトウェアをインストールする」を参照してください。
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� ユーザーは、コンポーネントを含むフォルダ上に Run Component Proceduresア
クセス権を有するユーザーグループに属する必要がある。また、コンポーネントの
配備先のホストセットに関しては、Allow on Host Setアクセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Application Server Management: Create」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

「Run」ページが表示されます。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する ManagedServerコンポーネントの変数設
定を選択します。

Serverコンポーネントは、WebLogic 8環境内のManaged Serverインスタンス
を表します。

� このコンポーネントに対して変数設定が指定されている場合、メニューから適
切な設定を選択します。

� メニューから設定が使用できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 変数設定の新しいセットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、ManagedServerコンポーネントの変数のうち、更新する可
能性が高い変数を示します。

変数セット名 必須。作成する新しい変数セットの名前

adminServerHostName 必須。新しいManaged Serverをホストする
AdminServer仮想ホストの名前。この値の形
式は、remoteAgentName
_weblogic_admin_domainNameです。

仮想ホストは「Hosts」ページにあります。仮
想ホストのタイプは、
com.sun.weblogic8#AdminServerHSで
す。

targetName 必須。新しいManaged Serverの名前。この名
前は、Managed Server仮想ホストを作成する
ため targetRefName変数で使用されます。

startupScriptName 必須。Managed Serverの起動スクリプトの名
前。
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起動スクリプトのデフォルト位置は
/usr/local/bea/user_projects/servers/
domainName/ targetNameです。この位置は、
altServerRootコンポーネント変数を設定
することで変更できます。

serverPort SSLを使用しない場合は必須。この変数のデ
フォルト値は 7010です。このポートが使用で
きない場合、Managed Serverは起動せず、エ
ラーメッセージが表示されます。ポートを解
放したあと、Managed Serverの「component
Details」ページで Startコンポーネントプロ
シージャーを実行することでManaged Server
を起動できます。

serverSslPort SSLを使用する場合は必須。この変数のデ
フォルト値は 7020です。このポートは使用可
能である必要があります。使用できない場
合、Managed Serverは起動せず、エラー
メッセージが表示されます。ポートを解放し
たあと、Managed Serverの「component
Details」ページで Startコンポーネントプロ
シージャーを実行することでManaged Server
を起動できます。

production 必須。この変数は、管理サーバーを稼働モー
ドで実行するかどうかを決定します。稼働の
デフォルト値は falseです。この値は true
または falseに設定できます。

� 別のコンポーネントから変数コンポーネントを使用するには、「Import
Set」をクリックします。

変数セットのインポートの詳細については、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストまたはターゲットホストセットを選択します。

Managed Serverはターゲットとする Remote Agentに常駐します。

注 – ターゲットホストは、com.sun.weblogic#AdminServer ホストセットの
メンバーである必要があります。

6. 「Target Host Set」チェックボックスをオフにします。

7. プロビジョニングシステム内で既存のWebLogic Managed Serverを取得している
場合は、「markOnly」オプションを選択します。
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8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� ライセンスコンポーネントを作成する
この手順では、ライセンスコンポーネントの作成方法を説明します。ライセンスコン
ポーネントを作成したあとは、33ページの「ライセンスコンポーネントをインストー
ルする」を参照してライセンスをインストールしてください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「License Management: Create」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. 新しいライセンスコンポーネントの名前を入力します。

4. (省略可能)コンポーネントのラベルと説明を入力します。

5. ファイルシステム上に BEAライセンスのコピーがあるホストを選択します。

6. ホストのファイルシステムをナビゲートし、ライセンスファイルを選択します。

7. 「Check In Selected Item」をクリックします。

コンポーネントの「Check In」ページが表示されます。

8. 編集アクセス権を持っているフォルダを選択します。

9. 「Continue to Check In」をクリックします。

� ライセンスコンポーネントをインストールする
ライセンスコンポーネントをインストールするには、プロビジョニングシステム内に
ライセンスコンポーネントが存在する必要があります。33ページの「ライセンスコン
ポーネントを作成する」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「License Management: View All」リンクをクリックします。

「Components」ページが表示されます。

3. インストールするライセンスコンポーネントの行で「Details」をクリックしま
す。
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コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

4. 「Component Procedures」テーブルで「Default: Install」プロシージャーを選択
し、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

5. ターゲットホストを選択します。

AdminServerの仮想ホストをターゲットにします。

注 –ライセンスのインストール用にコンポーネント変数を変更する必要はありませ
ん。

6. (省略可能)既存のライセンスを置き換える場合は、「Plan Variables」セクション
で、「Replace Rather Than Merge With Existing License」オプションを選択しま
す。

注 –既存のライセンスを置き換えることを選択した場合、新しいライセンスを有効
にするには、WebLogicドメインを再起動する必要があります。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� WebLogicクラスタを作成する
次のような理由により、クラスタを作成しなければならない場合があります。

� サーバーのフェイルオーバー機能を使用してアプリケーションの可用性を高める
� 複数のサーバーでアプリケーションをスケーリングすることでスループットを高め
る

クライアントに対してはクラスタは 1つのWebLogic Managed Serverインスタンスと
して表示されます。クラスタを構成するサーバーインスタンスは、同一マシン上で実
行したり、複数のマシンに配置することができます。クラスタ内の各クラスタメン
バーは、同じバージョンのWebLogicを実行する必要があります。

この手順で新しいクラスタを作成したり、また「markOnly」オプションを選択する
ことでプロビジョニングシステム内で既存のクラスタを登録することもできます。

WebLogicクラスタを作成する前には、クラスタ内で使用するWebLogicドメイン、
Administration ServerおよびManaged Serverを作成する必要があります。
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WebLogicクラスタを作成するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォル
ダ上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必
要があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Cluster Management: Create」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

「Run」ページが表示されます。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する Clusterコンポーネントの変数設定を選択
します。

� このコンポーネントに対して変数設定が指定されている場合、メニューから適
切な設定を選択します。

� メニューから設定が使用できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 変数設定の新しいセットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、ManagedServerコンポーネントの変数のうち、更新する可
能性が高い変数を示します。

変数セット名 必須。作成する新しい変数セットの名前

targetName 必須。新しいクラスタの名前。

clusterAddress 任意。この変数には、複数の IPアドレスに対応す
る DNSホスト名、またはシングルアドレスホス
ト名や IPアドレスのコンマ区切りリストを使用で
きます。この変数には値は必要ありません。

multicastAddress この変数は、クラスタメンバーが相互通信に使用
できるアドレスを提供します。

� 別のコンポーネントから変数コンポーネントを使用するには、「Import
Set」をクリックします。

変数セットのインポートの詳細については、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。
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Administrative Serverにはクラスタのみをインストールできるため、ターゲット
ホストはAdminServer仮想ホストです。

6. 「Target Host Set」チェックボックスをオフにします。

7. プロビジョニングシステム内で既存のWebLogicクラスタを取得している場合
は、「markOnly」オプションを選択します。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� クラスタメンバーを作成する
クラスタノードは、クラスタに割り当てられるManaged Serverです。アプリケー
ションの可用性とスケーラビリティーを高めるために、クラスタメンバーを作成でき
ます。

Managed Serverがクラスタに参加すると、現在Managed Serverがターゲットである
アプリケーションは引き続きそのサーバーをターゲットとし、アプリケーションの配
備状態は保存されます。クラスタメンバーを作成するプランは、自動的にManaged
Serverを停止し、それをクラスタに追加します。Managed Serverが追加されたあ
と、プランはManaged Serverを再起動します。

この手順で新しいクラスタメンバーを作成したり、また「markOnly」オプションを
選択することでプロビジョニングシステム内で既存のクラスタメンバーを登録するこ
ともできます。

クラスタメンバーを作成する前には、次の条件が満たされている必要があります。

� クラスタメンバーに変換するManaged Serverが存在する必要がある。

詳細については、30ページの「WebLogic Managed Serverを作成する」を参照し
てください。

� ノードの追加先のクラスタが存在する必要がある。

詳細については、34ページの「WebLogicクラスタを作成する」を参照してくださ
い。

クラスタメンバーを作成するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォルダ
上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必要
があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Cluster Member Management: Join」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。
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3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. クラスタに追加するManaged Serverを選択します。

� Managed Serverの名前を入力するか、リストから選択して、ターゲットホス
トを選択します。

注 –「Target Host Set」オプションは自動的に選択されます。1つのManaged
Serverを選択する場合は、「Target Host Set」チェックボックスをオフにしま
す。

� メニューからターゲットホストセットを選択します。

5. プラン変数WebLogic Cluster Nameに正しいクラスタ名が含まれていることを確
認します。

6. サーバーが再起動されたことを確認する前にプロビジョニングシステムが待機する
期間を指定するには、「Seconds to Wait Before Failing Verify Step」フィールド
に秒数を入力します。

7. プロビジョニングシステム内で既存のWebLogicクラスタメンバーを取得してい
る場合は、「markOnly」オプションを選択します。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebLogicドメイン、サーバー、および
クラスタの管理
この節では、WebLogicサーバーをインストールしたあとにWebLogicサーバーおよ
びクラスタで一般に実行するタスクを説明します。

ドメインとAdministrative Server

� 38ページの「WebLogicドメインとAdministration Serverを削除する」

クラスタ

� 40ページの「WebLogicクラスタを削除する」
� 41ページの「WebLogicクラスタメンバーを削除する」
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Managed Server

� 42ページの「Managed Serverを起動する」
� 43ページの「Managed Serverを停止する」
� 43ページの「Managed Serverを削除する」

WebLogicドメインとAdministration Serverの管
理
この節では、WebLogicドメインとAdministration Serverを管理する手順を説明しま
す。

� WebLogicドメインとAdministration Serverを削除する
プロビジョニングシステムを介してWebLogicドメインを削除することで、自動的に
次のタスクを実行します。

� WebLogic AdminServerコンポーネントおよび仮想ホストのアンインストール。

このタスクはAdministration Serverを削除します。「markOnly」オプションを
選択した場合、AdminServer仮想ホストのみが削除されます。

� ドメイン内に属するすべてのManaged Serverコンポーネントおよび仮想ホストの
アンインストール。

この操作は、ユーザーが「markOnly」オプションを選択している場合を除き、
WebLogic環境内のManaged Serverも削除します。

� ドメイン内に属するすべてのクラスタコンポーネントおよび仮想ホストのアンイン
ストール。

この操作は、ユーザーが「markOnly」オプションを選択している場合を除き、
WebLogic環境内のクラスタも削除します。

� アプリケーションコンポーネント、ライセンス構成、およびアプリケーションの削
除。

注 – WebLogic仮想ホストは、プラグインに属さないコンポーネントを含むことはでき
ません。WebLogicドメインを正しく削除するには、ドメインアンインストールプラ
ンを実行する前に、プラグインに属さないすべてのコンポーネントを削除する必要が
あります。

WebLogicドメインを削除するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォル
ダ上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必
要があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

始める前に

38 N1 Grid Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (WebLogic 8 Plug-In 1.0) • 2005年 6
月



1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Domain Management: Remove」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. ターゲットホストを選択します。

WebLogicソフトウェアをインストールした時に作成された仮想ホストをター
ゲットとします。20ページの「WebLogicソフトウェアをインストールする」の手
順を参照してください。

注 – ターゲットホストは、com.sun.weblogic#InstallHS ホストセットのメン
バーである必要があります。

5. 「WebLogic Domain Name」フィールドにWebLogicドメインの名前を入力しま
す。

6. プロビジョニングシステムからWebLogicドメイン、Administration Server、ク
ラスタ、およびManaged Serverを削除し、WebLogic環境でドメインを動作させ
続ける場合は、「markOnly 」オプションを選択します。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebLogicクラスタの管理
次の節では、クラスタを起動、停止、および削除する方法を説明します。

� クラスタを起動または停止する
クラスタを起動または停止すると、クラスタ内のすべてのクラスタメンバーを起動ま
たは停止することになります。

注 –この機能を使用するには、すべてのクラスタメンバーは同じ状態である必要があ
ります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。
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2. 「Cluster Management: Start or Stop」リンクをクリックします。

「component Details」ページが表示されます。

3. 「Component Procedures」リストで、Startまたは Stopプロシージャーを含む行
を選択し、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 起動または停止するクラスタを選択します。

クラスタ名は installPathの一部です。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

6. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� WebLogicクラスタを削除する
クラスタを削除すると、そのクラスタに関連付けられたすべてのクラスタメンバーも
削除されます。

Managed Serverの役割に戻るクラスタメンバーの動作の詳細については、41ページ
の「WebLogicクラスタメンバーを削除する」を参照してください。

注 – Managed Serverをクラスタから削除すると、Managed Serverは停止されます。
引き続きManaged Serverを使用する場合は、Managed Serverを再起動する必要があ
ります。42ページの「Managed Serverを起動する」を参照してください。

クラスタを削除するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォルダ上の Run
Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必要がありま
す。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on Host Setア
クセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Cluster Management: Remove」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 「Target Host」フィールドで、クラスタをホストするドメインを選択します。

始める前に
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5. 「Target Host Set」チェックボックスをオフにします。

6. 「Plan Variables」セクションの「WebLogic Cluster Name」フィールドで、
WebLogicインタフェースに表示されるクラスタ名を入力します。

7. プロビジョニングシステムからWebLogicクラスタを削除するが、そのクラスタ
をWebLogic環境で動作させ続ける場合は、「markOnly」オプションを選択しま
す。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� WebLogicクラスタメンバーを削除する
クラスタメンバーを削除すると、クラスタメンバーコンポーネントがManaged
Serverから削除され、クラスタメンバーとして動作していたManaged Serverが元の
状態に戻ります。クラスタをターゲットとしていたアプリケーション、およびクラス
タメンバーは、再起動後、Managed Serverによりホストされなくなります。
Managed Serverを直接ターゲットとしていたアプリケーションは、引き続き
Managed Serverをターゲットとします。

クラスタからManaged Serverが削除されると、Managed Serverは停止状態のままに
なります。引き続きManaged Serverを使用する場合は、Managed Serverを再起動す
る必要があります。42ページの「Managed Serverを起動する」を参照してくださ
い。

クラスタメンバーを削除するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォルダ
上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必要
があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Clusters Member Management: Leave」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 削除するManaged Serverを選択します。

5. 「Target Host Set」チェックボックスをオフにします。

6. プロビジョニングシステムからWebLogicクラスタメンバーを削除するが、
WebLogic環境でクラスタメンバーを動作させ続ける場合は、「markOnly」オプ
ションを選択します。

始める前に
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7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebLogic Managed Serverの管理

� Managed Serverを起動する
Managed Serverを起動するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォルダ
上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必要
があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Application Server Management: Start」リンクをクリックします。

「component Details」ページが表示されます。

3. 「Component Procedures」リストで、Startプロシージャーを含む行を選択し、
「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 起動する必要があるManaged Serverを選択します。

Managed Serverは host (install-path)の形式に従います。hostは物理ホストの名前
を表し、install-pathはManaged Serverの名前を表します。Managed Server名は
server_wls_ managedServerNameと表示されます。たとえば、
server_wls_Server-Oneとなります。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

6. プラン変数を設定します。

a. (省略可能) Javaに渡される標準メモリー引数をオーバーライドするには、
「VmArgs」フィールドに名前を入力します。

「vmArgs」フィールドに使用される形式は、 —virtualMachineName です。た
とえば -Xms32m -Xmx200m のようになります。

b. サーバーが起動したことを確認する前にプロビジョニングシステムが待機する
期間を指定するには、「Seconds to Wait Before Failing Verify Step」フィール
ドに秒数を入力します。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。
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� Managed Serverを停止する
Managed Serverを停止するには、ユーザーは、コンポーネントが含まれるフォルダ
上の Run Component Proceduresアクセス権を有するユーザーグループに属する必要
があります。また、コンポーネントの配備先のホストセットに関しては、Allow on
Host Setアクセス権も必要です。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Application Server Management: Stop」リンクをクリックします。

「component Details」ページが表示されます。

3. 「Component Procedures」リストで、Stopプロシージャーを含む行を選択し、
「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 起動する必要があるManaged Serverを選択します。

Managed Serverは host (install path)の形式に従います。hostは物理ホストの名前
を表し、install pathはManaged Serverの名前を表します。Managed Server名は
server_ domainName_managedServerNameとして表示されます。たとえば、
server_wls_Server-Oneのようになります。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

6. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� Managed Serverを削除する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Application Server Management: Remove」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 削除するManaged Serverを選択します。

5. 必要に応じてプラン変数を変更します。

a. WebLogic Managed Serverの名前を入力します。

始める前に
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b. Managed Serverが登録されているWebLogicドメインの名前を入力します。

c. プロビジョニングシステムからWebLogic Managed Serverを削除するが、
WebLogic環境でManaged Serverを動作させ続ける場合は、「markOnly」
オプションを選択します。

6. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebLogicアプリケーションの取得と編
集
「WebLogic Common Tasks」ページでは、WebLogic Enterprise、EJBテクノロ
ジー、およびWebアプリケーションの取得、構成、および配備を行うことができま
す。

次の節で説明する、複数の特別なタスクを実行できます。

� 44ページの「WebLogicエンタープライズアプリケーションまたは EARファイル
を取得する」

� 45ページの「WebLogic WebアプリケーションまたはWARファイルを取得す
る」

� 46ページの「WebLogic JARファイルを取得する」

注 – N1 Grid Service Provisioning Systemの外部では、WebLogicアプリケーションの
配備や管理を行わないでください。プロビジョニングソフトウェアを使用する場合、
プロビジョニングソフトウェアのみを使用してWebLogicアプリケーションを管理す
る必要があります。

� WebLogicエンタープライズアプリケーションまた
は EARファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「Enterprise Applications (EAR): Create」リンクをクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

手順
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4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. アプリケーションをどのようにインポートするかを選択します。

詳細については、48ページの「エンタープライズアプリケーションのブラウズ」
を参照してください。

� AdminServerからインポートする場合は、「WebLogic Admin Server」を選
択し、 EARファイルのインポート元であるWebLogic Admin Serverを選択し
ます。

� ファイルシステムからインポートする場合は、「File System」を選択し、EAR
ファイルのインポート元であるホストを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得するエンタープライズアプリケーションを検索しま
す。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

� WebLogic WebアプリケーションまたはWAR
ファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページの「Web Applications (WAR)」セクション
で「Create」をクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. アプリケーションをどのようにインポートするかを選択します。

詳細については、50ページの「Webアプリケーションのブラウズ」を参照してく
ださい。

� AdminServerからインポートする場合は、「WebLogic Admin Server」を選
択し、WARファイルのインポート元であるWebLogic Admin Serverを選択
します。

� ファイルシステムからインポートする場合は、「File System」を選択し、
WARファイルのインポート元であるホストを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得するWebアプリケーションを検索します。
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第 4章 • WebLogic 8プラグインの使用法 45



7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

� WebLogic JARファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページの「Java Archives Containing EJBs (JAR)」
セクションで「Create」をクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. JARファイルをどのようにインポートするかを選択します。

詳細については、51ページの「JARまたは EJBファイルのブラウズ」を参照して
ください。

� AdminServerからインポートする場合は、「WebLogic Admin Server」を選
択し、 JARファイルのインポート元であるWebLogic Admin Serverを選択し
ます。

� ファイルシステムからインポートする場合は、「File System」を選択し、JAR
ファイルのインポート元であるホストを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得する JARファイルを検索します。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。
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コンポーネントタイプを使用した
WebLogicアプリケーションの配備
WebLogic 8プラグインにはWebLogicに固有の複数のコンポーネントタイプが含まれ
ています。これらのコンポーネントタイプを使用すると、最も一般的なWebLogicア
プリケーションコンポーネントの多くを素早くモデル化し、特定のリソースとインス
トール、アンインストール、エクスポート、およびスナップショット動作を自動的に
関連付けることができます。サーバーやクラスタを作成、管理する際には、コンポー
ネントタイプの多くがソフトウェアにより使用されます。その結果、通常は少数のコ
ンポーネントタイプのみで作業を行います。

� 48ページの「エンタープライズアプリケーション (EAR)コンポーネントタイプ」
� 49ページの「Webアプリケーション (WAR)コンポーネントタイプ」
� 51ページの「EJBコンポーネントタイプを含む Javaアーカイブファイル」

ただし、アプリケーションのニーズに応じて、アプリケーションコンポーネントを配
備する前にWebLogicサービスを構成しなければならない場合があります。サービス
を構成するには、次の節で説明されているコンポーネントタイプに依存しなければな
らない場合があります。

� 52ページの「データソースおよびトランザクションデータソースのコンポーネン
トタイプ」

� 52ページの「データソースおよびトランザクションデータソースのコンポーネン
トタイプ」

� 53ページの「接続プールのコンポーネントタイプ」
� 54ページの「マルチプールコンポーネントタイプ」
� 55ページの「スレッドプールコンポーネントタイプ」
� 56ページの「トランザクションサービスコンポーネントタイプ」
� 56ページの「JMS Serverコンポーネントタイプ」
� 57ページの「メールセッションコンポーネントタイプ」

これらの構成コンポーネントタイプが必要であるのは、アプリケーションで必要とさ
れる場合のみです。たとえば、Webアプリケーションがデータベースを使用して情報
の取得と格納を行う場合、接続プールとデータソースあるいはトランザクションデー
タソースを構成する必要があります。

これらの構成コンポーネントタイプを使用するには、実行するタスクを選択し、関連
付けられたコンポーネントプロシージャーを実行します。ファイルシステムのほかの
場所に存在する既存のコンポーネントに基づいて新しいコンポーネントを作成および
チェックインする必要がある場合は、「Create」をクリックします。新しいコンポー
ネントをチェックインしたあと、適切なコンポーネントプロシージャーを実行し、ア
プリケーションのニーズに従ってWebLogic環境を構成します。
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通常は、アプリケーションを配備する前にこれらの構成コンポーネントタイプの構成
と配備を行います。ただし、構成が完了したあとでアプリケーションを再起動するこ
とによってアプリケーションコンポーネントが配備されたあとに、WebLogic環境を
構成できます。アプリケーションを再起動するにはアプリケーションを再配備しま
す。

これらの構成オブジェクトの構成の詳細については、 BEA’s Administration Console
Online Helpを参照してください。

エンタープライズアプリケーション (EAR)コン
ポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントは、エンタープライズアプリケーションをモデル化しま
す。このコンポーネントは、エンタープライズアプリケーションアーカイブ (EAR)ま
たはパッケージとして EARの拡張版を含むことができます。

エンタープライズアプリケーションのブラウズ
次のブラウザのいずれかを使用して、このコンポーネントタイプのエンタープライズ
アプリケーションを選択できます。

� インストールされたアプリケーションのいずれかとその関連設定を選択できる
WebLogic Administration Serverブラウザ。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のエンタープライズアプリケーションのアルファベット
順リストを提供します。あるコンポーネント用に 1つのエンタープライズアプリ
ケーションを選択できます。

� EARファイルを選択して、設定が含まれないコンポーネントを作成できる、
ファイルシステムブラウザ。ファイルシステムブラウザは、ユーザーが選択できる
ファイルとディレクトリのリストを提供します。これらのファイルまたはタイプ
*.earのみをブラウザに表示させることを選択できます。

エンタープライズアプリケーションのインストール
エンタープライズアプリケーションコンポーネントをインストールするには、ター
ゲットホストとしてWebLogic Managed Serverまたはクラスタを使用する必要があり
ます。インストールプロセスにより、次の 3つの主要タスクが実行されます。

1. ターゲットへの EARファイルのインストール。
2. WebLogic Administration Serverへの EARの登録。
3. ドメインのブラウズで以前に取得されたプロパティーの適用。
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アプリケーションの「component Details」ページにナビゲートし、 Installコンポー
ネントプロシージャーを実行することにより、エンタープライズアプリケーションを
インストールできます。

エンタープライズアプリケーションのアンインストール
エンタープライズアプリケーションコンポーネントをアンインストールすると、エン
タープライズアプリケーションは仮想ホストをターゲットとはしなくなります。ほか
の場所でもエンタープライズアプリケーションがターゲットとされていない場合、
Administration Serverから登録コンポーネントが削除されます。

アプリケーションの「component Details」ページにナビゲートし、 Uninstallコン
ポーネントプロシージャーを実行することにより、エンタープライズアプリケー
ションをアンインストールできます。

エラー状態
表 4–2 WebLogicエンタープライズアプリケーションのエラー状態

アクション 条件 結果

インストール トポロジが正しく構成されて
いない (ターゲットホストが
正しいドメインホストをポイ
ントしていない)

ターゲット化が失敗する

インストール ターゲットホストが有効な
WebLogicターゲットではな
い

インストールが禁止される

ブラウズ/インストール/アン
インストール

資格が適切に構成されていな
い

操作が失敗する

ブラウズ ドメインホストでパスが正し
く構成されていない

ブラウズが失敗する

Webアプリケーション (WAR)コンポーネントタイ
プ
このタイプのコンポーネントにはWebアプリケーションが含まれます。コンポーネン
トには、関連する設定を持つWebアプリケーション、または設定を持たないWebア
プリケーションのいずれかが含まれます。
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Webアプリケーションのブラウズ
次のブラウザのいずれかを使用して、このコンポーネントタイプのWebアプリケー
ションを選択できます。

� インストールされたアプリケーションのいずれかとその関連設定を選択できる
WebLogic Administration Serverブラウザ。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のWebアプリケーションのアルファベット順リストを提
供します。1つのコンポーネントに対して 1つのWebアプリケーションを選択で
きます。

� WARファイルを選択して、設定が含まれないコンポーネントを作成できる、
ファイルシステムブラウザ。ファイルシステムブラウザは、ユーザーが選択できる
ファイルとディレクトリのリストを提供します。これらのファイルまたはタイプ
*.warのみをブラウザに表示させることを選択できます。

Webアプリケーションのインストール
Webアプリケーションコンポーネントをインストールするには、ターゲットホストと
してWebLogic Managed Serverまたはクラスタを使用する必要があります。インス
トールプロセスでは、そのターゲットにコンポーネントがインストールされ、ター
ゲットのAdministration Serverには包含される登録コンポーネントがインストールさ
れます。

アプリケーションの「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネ
ントプロシージャーを実行することにより、Webアプリケーションをインストールで
きます。

Webアプリケーションのアンインストール
Webアプリケーションコンポーネントをアンインストールすると、Webアプリケー
ションは仮想ホストをターゲットとはしなくなります。ほかの場所でもWebアプリ
ケーションがターゲットとされていない場合、Administration Serverから登録コン
ポーネントが削除されます。

アプリケーションの「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコン
ポーネントプロシージャーを実行することにより、Webアプリケーションをアンイン
ストールできます。
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エラー状態
表 4–3 WebLogic Webアプリケーションのエラー状態

アクション 条件 結果

インストール トポロジが正しく構成されて
いない (ターゲットホストが
正しいドメインホストをポイ
ントしていない)

ターゲット化が失敗する。

インストール ターゲットホストが有効な
WebLogicターゲットではな
い。

インストールが禁止される。

ブラウズ/インストール/アン
インストール

資格が適切に構成されていな
い。

操作が失敗する。

ブラウズ ドメインホストでパスが正し
く構成されていない。

ブラウズが失敗する。

EJBコンポーネントタイプを含む Javaアーカイブ
ファイル

JARまたは EJBファイルのブラウズ
次のブラウザのいずれかを使用して、このコンポーネントタイプの JARまたは EJB
ファイルを選択できます。

� インストールされたアプリケーションのいずれかとその関連設定を選択できる
WebLogic Administration Serverブラウザ。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のアプリケーションのアルファベット順リストを提供し
ます。1つのコンポーネントに対して 1つの EJBを選択できます。

� JARファイルを選択して、設定が含まれないコンポーネントを作成できる、ファイ
ルシステムブラウザ。ファイルシステムブラウザは、ユーザーが選択できるファイ
ルとディレクトリのリストを提供します。これらのファイルまたはタイプ *.jar
のみをブラウザに表示させることを選択できます。

JARまたは EJBファイルのインストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

アプリケーションの「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネ
ントプロシージャーを実行することにより、JARまたは EJBファイルをインストール
できます。
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JARまたは EJBファイルのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、マスターサーバーから
ファイルまたはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、JARまたは EJBファイルをアンインストールできま
す。

エラー状態

表 4–4 WebLogic EJBコンテナのエラー状態

アクション 条件 結果

アンインストール 依存するWebLogic EJBが依
然としてインストールされて
いる。

依存関係を示し、アンインス
トールが失敗する。

データソースおよびトランザクションデータソー
スのコンポーネントタイプ

データソースまたはトランザクションデータソースのブラ
ウズ
WebLogic Administration Serverブラウザを使用すると、このブラウザからデータ
ソースまたはトランザクションデータソースおよびその関連設定を選択できます。
Administration Serverブラウザは、Administration Server上のアプリケーションのア
ルファベット順リストを提供します。

WebLogicプラグインにはデフォルトのデータソースおよびトランザクションデータ
ソースも含まれているため、ブラウズする必要がありません。「Common Tasks」
ページから「View All」を選択することにより、/com/sun/webLogic8フォルダで
デフォルトのコンポーネントを検索できます。デフォルトのコンポーネントは、
Default: Installコンポーネントプロシージャーを使用することで、「component
Details」ページからインストールできます。デフォルトのコンポーネントの名前を次
に示します。

� WLDataSourceConfig –データソースコンポーネント
� WLTxDataSourceConfig –トランザクションデータソースコンポーネント
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データソースまたはトランザクションデータソースのイン
ストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することで、データソースまたはトランザクションデータソースをインストー
ルできます。

データソースまたはトランザクションデータソースをインストールする前には、次の
変数を編集する必要があります。

� データソースまたはトランザクションデータソースの名前
� Java Naming and Directory Interface™ (JDNI™)の名前
� プール名

データソースまたはトランザクションデータソースのアン
インストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、マスターサーバーから
ファイルまたはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することで、データソースまたはトランザクションデータソースをアン
インストールできます。

接続プールのコンポーネントタイプ

接続プールのブラウズ
WebLogic Administration Serverブラウザを使用すると、このブラウザから接続プー
ルおよびその関連設定を選択できます。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のアプリケーションのアルファベット順リストを提供しま
す。

WebLogicプラグインには、WLJDBCConnectionPoolConfigと呼ばれるデフォルト
の接続プールコンポーネントも含まれています。このデフォルトコンポーネントによ
り、ブラウズの必要がなくなります。「Common Tasks」ページから「View All」を
選択することにより、/com/sun/webLogic8フォルダでデフォルトのコンポーネン
トを検索できます。デフォルトのコンポーネントは、Default: Installコンポーネント
プロシージャーを使用することで、「component Details」ページからインストールで
きます。
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接続プールのインストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することにより、接続プールをインストールできます。

接続プールをインストールする前には、次の変数を編集する必要があります。

� プール名
� URL
� ドライバ
� データベース名
� ユーザー
� パスワード

接続プールのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、Master Serverからファイル
またはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、接続プールをアンインストールできます。

マルチプールコンポーネントタイプ

マルチプールのブラウズ
WebLogic Administration Serverブラウザを使用すると、このブラウザからマルチ
プールおよびその関連設定を選択できます。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のアプリケーションのアルファベット順リストを提供しま
す。

WebLogicプラグインには、WLJDBCMultiPoolConfigと呼ばれるデフォルトの接続
プールコンポーネントも含まれています。このデフォルトコンポーネントにより、ブ
ラウズの必要がなくなります。「Common Tasks」ページから「View All」を選択す
ることにより、/com/sun/webLogic8フォルダでデフォルトのコンポーネントを検
索できます。デフォルトのコンポーネントは、Default: Installコンポーネントプロ
シージャーを使用することで、「component Details」ページからインストールできま
す。
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マルチプールのインストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することにより、マルチプールをインストールできます。

マルチプールをインストールする前には、次の変数を編集する必要があります。

� マルチプール名
� アルゴリズムタイプ
� プールリスト –パイプで区切られた (|)接続プールのリスト

マルチプールのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、Master Serverからファイル
またはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、マルチプールをアンインストールできます。

スレッドプールコンポーネントタイプ

スレッドプールの構成
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することにより、スレッドプールをインストールできます。

プランのパラメータ変数設定を編集できます。

スレッドプールのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、Master Serverからファイル
またはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、スレッドプールをアンインストールできます。
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トランザクションサービスコンポーネントタイプ

トランザクションサービスの構成
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することにより、トランザクションサービスをインストールできます。

プランのパラメータ変数設定を編集できます。

トランザクションサービスのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、Master Serverからファイル
またはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、トランザクションサービスをアンインストールできま
す。

JMS Serverコンポーネントタイプ

JMS Serverのブラウズ
WebLogic Administration Serverブラウザを使用すると、このブラウザから JMS
Serverおよびその関連設定を選択できます。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のアプリケーションのアルファベット順リストを提供しま
す。

WebLogicプラグインには、WLJMSServerConfigと呼ばれるデフォルトの接続プー
ルコンポーネントも含まれています。このデフォルトコンポーネントにより、ブラウ
ズの必要がなくなります。「Common Tasks」ページから「View All」を選択するこ
とにより、/com/sun/webLogic8フォルダでデフォルトのコンポーネントを検索で
きます。デフォルトのコンポーネントは、Default: Installコンポーネントプロシー
ジャーを使用することで、「component Details」ページからインストールできます。

JMS Serverのインストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。
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「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することにより、JMS Serverをインストールできます。

JMS Serverをインストールする前には、JMS Serverの名前変数を編集する必要があり
ます。

JMS Serverのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、Master Serverからファイル
またはディレクトリが削除されます。

「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、JMS Serverをアンインストールできます。

メールセッションコンポーネントタイプ

メールセッションのブラウズ
WebLogic Administration Serverブラウザを使用すると、このブラウザからメール
セッションおよびその関連設定を選択できます。Administration Serverブラウザは、
Administration Server上のアプリケーションのアルファベット順リストを提供しま
す。

メールセッションのインストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、インストールパスに基づいて
ファイルまたはディレクトリがファイルシステムにコピーされます。コピーが完了す
れば、ファイルまたはディレクトリはWebLogic Administration Serverに登録されま
す。

「component Details」ページにナビゲートし、Installコンポーネントプロシージャー
を実行することにより、メールセッションをインストールできます。

メールセッションをインストールする前には、次の変数を編集する必要があります。

� メールセッション名
� JNDI名

メールセッションのアンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、Master Serverからファイル
またはディレクトリが削除されます。
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「component Details」ページにナビゲートし、Uninstallコンポーネントプロシー
ジャーを実行することにより、メールセッションをアンインストールできます。

CLIを使用したWebLogicの作業
プロビジョニングシステムを介してWebLogicで作業を行う場合、N1 Grid Service
Provisioning Systemコマンド行とWebLogicコマンド行の 2つのコマンド行を使用で
きます。

N1 Grid Service Provisioning Systemコマンド行イ
ンタフェースの使用法
デフォルトでは、プロビジョニングシステムのコマンド行インタフェースは次の
ディレクトリにあります。
/opt/SUNWn1sps/N1_Grid_Service_Provisioning_system_5.0/cli/bin/cr_cli

BEA WebLogic 8プラグインオブジェクトは、/com/sun/weblogic8フォルダにあ
ります。

ほかのカスタムコンポーネントやプランとほぼ同じように、プラグインコンポーネン
トやプランを操作できます。ただし、コンポーネントまたはプランに変更を加える場
合、コンポーネントまたはプランを新しいフォルダに保存し、そのフォルダで変更を
行う必要があります。プロビジョニングシステムのコマンド行インタフェースの使用
法の詳細については、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0コマンド行インタ
フェース (CLI)リファレンスマニュアル』の第 1章「コマンド行インタフェースの使
用」を参照してください。

WebLogicコマンド行インタフェースの使用法
WebLogicコマンド行は、「WebLogic 8 Common Task」ページからアクセスできま
す。WebLogic 8コマンド行インタフェースの詳細については、BEAのWebサイトの
WebLogic Server Command Referenceを参照してください。

� N1 Grid Service Provisioning Systemを介してWebLogic
コマンド行インタフェースを使用する
任意のAdministration ServerまたはManaged ServerでWebLogicコマンドを実行で
きます。
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1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. Administration ServerとManaged Serverのどちらでコマンドを実行するかを選
択します。

� Administration Serverでコマンドを実行する場合は、「Domain
Management: Start」をクリックします。

� Managed Serverでコマンドを実行する場合は、「Application Server
Management: Start」をクリックします。

「component Details」ページが表示されます。

3. 「Run-cli」コンポーネントプロシージャーを選択し、「Run」をクリックしま
す。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. CLIを実行する AdminServer仮想ホストまたはManaged Server仮想ホストを選
択し、「Run Selected Installations」をクリックします。

5. プラン変数のフィールドに必要な情報を入力します。

多くのプラン変数には情報が必要ないため、空白のままにしておくことができま
す。次の表で、オプション変数を説明します。

コマンドの SSL引数
サーバーへの接続に SSLを使用しない場合、この変数は無視しても構いませ
ん。

コマンドのターゲットを表示または修正する適切なアクセス権が必要なユーザーの
名前
これはユーザー名の変数です。ユーザー名とパスワードの変数は、ユーザー構
成ファイルおよびキーファイル変数と相互に排他的です。ユーザー名およびパ
スワードと、ユーザー構成ファイルおよびキーファイル位置のどちらかを指定
します。

ユーザー名と関連付けられたパスワード
これらはパスワード変数です。ユーザー名とパスワードの変数は、ユーザー構
成ファイルおよびキーファイル変数と相互に排他的です。ユーザー名およびパ
スワードと、ユーザー構成ファイルおよびキーファイル位置のどちらかを指定
します。

暗号化されたユーザー名とパスワードが含まれる、ユーザー構成ファイルの名前と
位置
これはユーザー構成ファイル変数です。ユーザー名とパスワードの変数は、
ユーザー構成ファイルおよびキーファイル変数と相互に排他的です。ユーザー
名およびパスワードと、ユーザー構成ファイルおよびキーファイル位置のどち
らかを指定します。

キーファイルの名前と位置
これはキーファイル変数です。ユーザー名とパスワードの変数は、ユーザー構
成ファイルおよびキーファイル変数と相互に排他的です。ユーザー名およびパ

手順
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スワードと、ユーザー構成ファイルおよびキーファイル位置のどちらかを指定
します。

6. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

コマンド行インタフェースの使用法

次の例ではWebLogic FORCESHUTDOWNコマンドを使用して、各 Run-cliプラン変
数の入力を説明します。

実行するWeblogic CLI (weblogic.Adminまた
は weblogic.Deployer):

weblogic.Admin

コマンドの SSL引数:

コマンドを実行するサーバーインスタンスの
待機アドレス:

sun03

「これはAdminServerの名前です。」

コマンドを実行するサーバーインスタンスの
待機ポート:

7001

コマンドのターゲットを表示または修正する
適切なアクセス権が必要なユーザーの名前:

admin

ユーザー名と関連付けられたパスワード: xxxxx

暗号化されたユーザー名とパスワードが含ま
れる、ユーザー構成ファイルの名前と位置:

キーファイルの名前と位置:

実行するコマンドの名前: FORCESHUTDOWN

コマンドの引数: Server-one

N1 Grid Service Provisioning System内での
WebLogic Server Scripting Toolの使用法
プロビジョニングシステムのブラウザインタフェースからはWebLogic Server
Scripting Tool (WLST)を使用できます。WLSTを使用した管理タスクと構成変更の実
行方法の詳細については、BEAのWebLogic Serverの Using the WebLogic Server
Scripting Tool (http://dev.bea.com/codelibrary/code/wlst.jsp)ドキュメ
ントを参照してください。

� WebLogicスクリプトコンポーネントを作成する
まずWebLogicスクリプトコンポーネントを作成してから、それをインストールする
必要があります。

例 4–1
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1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Command Line Interface: Create」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. 新しいWebLogicスクリプトコンポーネントの名前を入力します。

4. (省略可能)コンポーネントのラベルと説明を入力します。

5. ファイルシステム上のWebLogicスクリプトファイルのコピーがあるホストを選
択します。

6. ホストのファイルシステムをナビゲートし、ファイルを選択します。

7. 「Check In Selected Item」をクリックします。

コンポーネントの「Check In」ページが表示されます。

8. 編集アクセス権を持っているフォルダを選択します。

9. 「Continue to Check In」をクリックします。

� WebLogicスクリプトコンポーネントをインストー
ルする
WebLogicスクリプトコンポーネントをインストールするには、プロビジョニングシ
ステム内にスクリプトコンポーネントが存在する必要があります。60ページ
の「WebLogicスクリプトコンポーネントを作成する」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで「WebLogic 8」をク
リックします。

2. 「Command Line Interface: View All」リンクをクリックします。

「Components」ページが表示されます。

3. インストールするWLScriptコンポーネントの行で「Details」をクリックしま
す。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

4. 「Component Procedures」テーブルで「Default: Install」プロシージャーを選択
し、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

5. ターゲットホストを選択します。

AdminServerの仮想ホストをターゲットにします。

手順

始める前に

手順
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注 –ライセンスのインストール用にコンポーネント変数を変更する必要はありませ
ん。

6. (省略可能)ソフトウェアをインストールしたWebLogicユーザーの名前を
を「RunAs」フィールドに入力します。

このユーザーは、ソフトウェアインストールプランで使用される webLogicUser
変数によって表されます。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

プランの使用法
WebLogic 8プラグインは、Administration Server、Managed Server、およびクラス
タのインストールと削除に関連する数多くのタスクの実行を、プランに依存していま
す。

BEA WebLogic 8プラグインのプランは /com/sun/weblogic8フォルダにあり、
「Common Tasks」ページからリンクされています。

障害追跡
プロビジョニングソフトウェアを介してWebLogicを管理する際に問題が発生した場
合、通常は画面にメッセージが表示され、問題が存在することが通知されます。

Problems encountered during plan run or preflight
The plan (or preflight) "/com/sun/weblogic8/InstallAdminServerPlan"
finished with 1 failed host(s). (017034)
Unable to find session variable "WL_DEFAULT_PASSWORD" (Unresolved
session variable WL_DEFAULT_PASSWORD. This session variable was
automatically created when the system was unable to find it.).

Add this session variable and try the operation again. (040111)

この例のメッセージは理解しやすいものですが、すべてのメッセージがこのように分
かりやすいものとは限りません。

次のメッセージは、Administration Server上の JMXインタフェースが使用不可能で
あったか、ログイン情報が正しくないことを意味しています。

Admin Server adminHost JMX interface
running on port portNumber is not available;

Admin Server must be running for this operation.
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特定の問題に関する詳細な情報を調べるには、最終的なエラーブロックに到達するま
で「Run History Details」リンクをたどります。エラー状態の詳細については、
stderrおよび stdoutの出力を表示します。

WebLogicのインストールのエラーメッセージの例
この節では、WebLogicのインストール時に表示される可能性があるエラーメッセー
ジの例を示します。

例 4–2不正なユーザーのメッセージ

The user specified is not a valid system users: weblogic (017056)

システムユーザー「weblogic」を作成するか、Install変数 weblogicUserを既存の
ユーザーに変更する必要があります。

例 4–3ターゲットホストのエラーメッセージ

Specified target(s) "sol01" were not in the required host set

"com.sun.weblogic8#SupportedHS". (017087)

このエラーメッセージには 2つの原因が考えられます。

� ホストは、プラグインと互換性があるオペレーティングシステムをサポートしてい
ない。

この場合は、プラグインによりサポートされているオペレーティングシステムを使
用するホストを選択します。

� ホストの準備ができていない。

この場合は、「Hosts」ページにアクセスし、ホストの準備を行います。

例 4–4起動ステップでのエラーメッセージ

Error: Installation could not be preformed check the deployment details

for more information.

最終的な execNativeコントロールの配備の詳細をチェックし、WebLogicインス
トーラからの情報を調べる必要があります。
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例 4–4起動ステップでのエラーメッセージ (続き)

次のメッセージは、stdoutの出力に含まれている可能性があるメッセージの例で
す。

� SilentBEAHomeTask – Access to the directory is denied: [/usr/local/bea]

このメッセージが表示された場合、インストールプランで指定されている
WebLogicユーザーは、beaHomeディレクトリの作成アクセス権または書き込みア
クセス権を持っていません。ディレクトリのアクセス権を変更するか、プロビ
ジョニングシステムのディレクトリコンポーネントを使用して beaHomeディレク
トリを作成する方法があります。

� SilentBEAHomeTask – At least one item must be selected.

このメッセージが表示された場合、WebLogicのインストールがすでにこのパスに
存在しています。パスを変更するか、既存のWebLogicインストールをアンインス
トールする必要があります。
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